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アンプとの接続 


スピーカー システム 


SS-K30ED 

取扱説明書 

お買い上げいたださありびとラございまず。 

I A 巧 fedl | 電気製品はま全のためのま意事項を守らないと、 
レー。 I 火災や人身事故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なミち意事項と製品の取り 
扱いかたをおしています。 この取扱説明書と別冊の「を全のために J 
をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使いください。お読みになった 
あとは、いつでも見られるところに必ず保管してくださし、。 


アンプの POWER スイツチを必ず OFF にしておきまず。 

ちスピーカー端子はアンプのちスピーカー端テに、左スピーカーは左スピーカー 
端テにつなぞます。 

図のよラに接続してください。 



スピーカー〕ー ド（別売り） スピーカーコード （別売り） 


スピーカー の置をかた 

音の善し悪しは、スピーカーの置さかたによって大きく影響されます。 
次のよラな点にま意して設置すれば、スピーカーの特性を効果的に活 
かすことびでをます。 

-固い壁を背に、スピーカーを壁からかしり日 cml ； (上）離す。 

-左ちのスピーカーの音響条件をなるべく等しくする。 

. トウイーターび耳の高さになるよラにする。 

スピーカーを置く位置は二等辺兰角おの頂点で 

左ちのスピーカーの間隔を離せないとさは、スピーカーをかしが側に向けます。 
また、やむをえず 2 m じ(上離して置くときはかし内側に向けることにより、効果 
的なステレオ再生びでをます。 

次のよラな場所は避けてください。 

-温度の高いところ、直射日光の当たるところ 


スピーカーインピーダンスと最大入力 

このスピーカーのインピータ’ンスは8 Q です。 

大去な音を聞くことびをい場合は、このスピーカーの最大入力を超えない範囲の 
なるべく実効出力の大さなアンプを使い、音びひずまない程度の音量でスピー 
カーを鳴らしましよラ。 


まな仕様 


お式 

バスレフ型 2 WAY スピーカーシステム 
防磁型 

使用スピーカー 

ウーファー（低音用）16.己 cm コーン型 （1) 

トウイーター（高音用） 2.5 cm ドーム型 （1) 

インピーダンス 

8 Q 

最大入力 

120 W 

出力音圧レベル 

86 dB (2.83 V / m ) 

実効周液数帯域 

4日〜7日，日日日 Hz 

ク□スオーバー周液数 

3,000 Hz 

最大がお寸法 

約 233 x 431 X 380 mm 川畐 x 高さ x 奧行き） 

質量 

約日.日 Kg (1 台） 

付属品 

取扱説明書 （1) 

ソニーご相談窓□のご案内 （1) 

保証書 （1) 

を全のために （1) 

ク U —ニングク□ス （1) 


本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することびありますび、ご了 
承ください。 


-ほこりのをいところ 
-湿気のをいところ 


-プレーヤーのそば 


ごミち意 

キャッシュカード、定期券など、磁気を利用したカード類をスピーカーに近づけ 
ないでください。スピーカー部のマグネットの磁気の影響でカードび使えなくな 
ることびあります。 











































ご注意 

定格出力120 wjy 上のアンプと組み合わせる場合は 

過大入力にならないよラに、アンプの音量つまみの位置にご注意ください。 

大さな音を出しすざると、スピーカーを破損する恐れびあります。 

アンプやプ□グラムソースの電源を ON / OFF ずるときは 

アンプの音量を最小にしてください。 

ほ音が聞こえない、あるいは楽器の発音位置が不明瞭な場合は 

スピーカーコードの +/- の端子び正し < 接続されているかお確かめください。 

キャビネットのお手入れとごま意 

-中性洗剤やシンナー、ベンジン、アルコールなどは、表面の仕上げをいため 
ますので、使わないでください。 

-キャビネットのよい請を永く保つには、いきなり強く拭かず、柔らかい筆か 
羽根ぼラきで塵をもい落としてから、付属のク U —ニングク□スで乾が去し 
て<ださい。（タワシやスポンジなどは絶対に使巧しないで<ださい。） 

-指紋や油じみなどは息を吹をかけ、付属のク U —ニングク□スで拭を取って 
<ださい。 

-巧れびひどいとをのみ、水または说るま湯の石酸水に浸して固く絞った柔ら 
かい巧で拭を取ってください。 

-キャビネットに傷を付けないよラにご注意ください。 

スピーカーの 破損を防ぐために 

各スピーカーユニット、ネットワーク、キャビネットは分解したり、改造したり 
しないで < ださい。 

回路の断線を防ぐために 

次のよラな信号を連続して入れないで<ださい。 

- FM 放送の局間ノイズ 

-電デ楽器の連続的な高い周波数の信号 

-テープデッキで早送り時に出る大出力で周波数の高い信号 

異常や不具合が起きた5 

万一、異常や不具合び起をたと去は、お買い上げの店、またはソニーサービス 
窓□にご連絡ください。 


保証書と アフターサービス 

保証書 

この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げ店でお受け取りくだ 
さい。 

所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切になをして<ださい。 

保謡期間はお買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子が悪いとをはまず確認を 

この説明書を、ちラー度ご覧になってお調べください。 

それでも具合が悪いとさはサービスへ 

お買い上げ店または添付の「ソニーご相談窓□のご案内」にあるお近くのソニー 
サービス窓□にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。詳しくは保証書をご覧 
<ださい。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合は、ご要望により有料修理させていたださ 
ます。 

部品の保有期間について 

当社ではステレオの補修巧性能部品（部品の機能を維持するために必要な部品） 
を製造打ち切り後8年間保有していまず。 

この部品保有期間を修理可能の期間とさせていただ去まず。保有期間を経過した 
後も、故障箇所によっては修理可能の場合びありますので、お買い上げ店かサー 
ビス窓□にご相談ください。 

ご相談になるときは次のことをお知5せください。 

-型名： SS-K30ED 
-故障の状態：でさるだけ詳しく 
-購入年月曰 


よくあるお問い合〇せ、解決ち法などは 
ホームページをご活用ください。 


http://www.sony.co.jp/supDort 
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